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今
定
例
会
は
、改
選
後
の
新
体
制
34
名
の

議
員
に
よ
る
初
め
て
の
定
例
会
で
あ
り
、本
会

議
に
お
け
る
一
般
質
問・質
疑
で
は
、緊
張
感

と
新
鮮
味
の
あ
る
新
人
議
員
の
初
登
壇
も
あ

り
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
お
け
る
審
査
や
調
査
も
含
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が「
公
約
を
実
現
さ
せ
る
」、

「
市
民
の
皆
様
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
」

と
い
う
決
意
に
満
ち
た
定
例
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
、４
年
の
任
期
の
中
で
、そ
れ
ぞ
れ
の

議
員
が
議
会
や
地
域
で
活
動
す
る
と
と
も
に
、

常
任
委
員
会
に
よ
る
調
査
や
議
員
間
で
の
議

論
に
よ
っ
て
議
会
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
性
化

し
、山
口
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま

す
。 市

民
の
声
を
市
政
へ
！！

の決意
3434

若者や子育て世代の声を政策に反映させることが第一
　　　　　文化や伝統芸能を守り継承していく
　　　中山間地域の医療や交通を守る取組は
　通学路の安全確保！交通事故から子どもたちを守る
学生が起業や開業をしやすいまちを目指す
　　　　　協働のまちづくりにおける住民負担の軽減を

　　ふるさと納税のさらなる活用を
中核市の実現は！各地域の将来人口に基づく計画が必要
　公共事業の評価委員会を設置すべき
　　　　　　　　中小企業の事業承継への支援強化を

　　豊かな海を守り、育てるための取組は

「市長に聞きたい！」（８～１４ページ）では、
一般質問・質疑でのやりとりを詳しく掲載してい
ます。ぜひご覧ください。

それぞれの視点で市長に質問！
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新型コロナウイルス感染症経済対策 第1212 弾 pickpick
upup
ピックアップピックアップ

６月定例会６月定例会

～コロナ禍における原油価格・物価高騰等総合緊急対策～
まずは、暮らしを支える緊急対策として
・４回目の新型コロナウイルスワクチン接種の円滑な接種体制の確保
・物価高騰等に直面する生活困窮者等への支援
・物価高騰等の影響を受けた給食への対応
・新型コロナウイルス感染症や原油価格・物価高騰等の影響を受けている事業者等への対応

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
な
ど

の
影
響
に
伴
う
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
等

に
よ
り
、市
民
生
活
や
事
業
活
動
に
影
響

が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
け
る
緊
急
対
策
の
取
組
を
一
刻

も
早
く
進
め
つ
つ
、生
活
者
支
援
や
事
業

者
支
援
に
関
す
る
市
独
自
の
取
組
を
進
め

て
い
く
た
め
、暮
ら
し
を
支
え
る
緊
急
対

策
と
し
て「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」を
活

用
し
た
経
済
対
策
第
12
弾
を
行
う
た
め
の

補
正
予
算
議
案
が
提
出
さ
れ
、可
決
し
ま

し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い

て
様
々
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

物価高騰等の影響を受けた給食への対応
・食材費が値上がりするが、給食の質・量はこれまでどおり提供する。
・給食費は据え置き、経費の増額分は市が負担する。

さらに…
期間を限定してでも給食費を無償化してはどうか？期間を限定してでも給食費を無償化してはどうか？
答   新たな保護者の負担が生じないように経済対策第12弾で対応

するが、無償化の実現は難しい。

子ども食堂への支援も必要ではないか？子ども食堂への支援も必要ではないか？
答   食材や光熱水費などの高騰により子ども食堂の運営にも徐々

に影響が出てきている中で、生活困窮者等を支える子ども食
堂の存在意義は一層増してきている。

　 引き続き、運営団体や地域の取組への支援を行うとともに、
本市の災害用備蓄食品の無償提供や、政府備蓄米の無償提供
の活用を実施していきたい。

〇今後も原油価格・物価高騰等による市民生活
や地域経済への影響を見極めつつ、さらなる
支援が必要と判断される場合は、躊躇なく効
果的な追加支援を行うことを求める。

指摘・要望指摘・要望

答   経済対策第12弾の拡充に向けて調整を行っ
ている。

pickpick
upup
ピックアップピックアップ

６月定例会６月定例会
　
「
農
林
水
産
部
」が
新
設
さ
れ
、

多
く
の
議
員
か
ら
農
業
振
興
施
策

を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
組
織
体

制
、予
算
面
を
は
じ
め
、経
営
基
盤

を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
の
ソ

フ
ト・ハ
ー
ド
事
業
へ
の
支
援
対
策
、

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
、

他
業
種
と
の
連
携
や
有
機
農
業
へ

の
取
組
な
ど
、多
角
的
な
質
問
や

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、市
内
農
産
物

の
販
売
促
進
や
交
流・定
住
促
進

事
業
の
ほ
か
、小
規
模
農
家
へ
の

支
援
な
ど
事
業
の
見
直
し
を
図
り
、

前
年
度
予
算
を
２
億
１
５
０
０
万

円
増
額
し
、活
力
あ
る
農
林
水
産

業
の
振
興
に
努
め
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。 農

業
の
振
興

施
策
に
つ
い
て大規模ほ場での機械作業
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シルバー人材センターの安定的な事業運営のため
の適切な措置を求める意見書

　最終日に生活環境委員会から議案を提出し、全会
一致で可決しました。
　意見書の全文は、市議会
ホームページに掲載していま
す。

　令和５年１０月の消費税の適格請求
書等保存方式（インボイス制度）の導
入によって大きな影響を受けるシル
バー人材センターについて、導入後も
安定的な事業運営ができるよう適切
な処置を求めるもの。

国へ提出します!!意
見
書

意見書の全文
（市議会ホーム

ページ）

pickpick
upup
ピックアップピックアップ

６月定例会６月定例会

　

新
た
な
企
業
進
出
の
受
け
皿
と

し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、地
山
掘
削
の
際
、硬
い
岩
石
が

存
在
し
た
た
め
、切
土・盛
土
工
の

遅
れ
が
生
じ
、工
期
が
令
和
５
年

３
月
末
ま
で
と
な
る
見
込
み
で
す
。

今
回
、そ
の
追
加
工
事
等
に
係
る

整
備
事
業
費
と
し
て
、約
５
億
４
２

２
０
万
円（
特
別
会
計
約
２
億
６
４

５
７
万
円
、団
地
内
道
路
の
整
備

に
係
る一般
会
計
約
２
億
７
７
６
３

万
円
）を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

鋳
銭
司
第
二
団
地

整
備
事
業

〇�企業進出、雇用創出、地
域振興に資するものであ
り、早期に効果が出るよ
う積極的な企業誘致を求
める。

〇�事前に地域住民から「岩
が多い所」との懸念が
あったが、今後はそう
いった経験則等も調査
に生かされたい。

〇�一般会計からの際限ない
繰入れを懸念している。

指摘・要望指摘・要望

出土した岩石（破砕処理して
盛土材に使用するなどして
現地で処理された）

　山口市は20代の若者の大都市圏への転出超過が
大きく、学生が山口市以外の地域に就職する傾向が
続いていることから、若者にとって魅力的な働く場の
確保が必要です。
　そうした中、令和3年4月にオープンした産業交流拠
点施設ＫＤＤⅠ維新ホールの産業交流スペース「メグリ
バ」では、若者を含む幅広い世代の起業家育成のため、
年に200回近くのイベントやセミナーの開催、コワーキ
ングスペースの設置や個別相談会を実施し、今までに
約3万9千人もの方に利用してもらっています。
　メグリバは、若者の転出超過の流れに歯止めをか
け、若者が活躍できる元気な
まちづくりの一助となる存在
であり、今後は大学や企業へ
の訪問を定期的に実施するな
ど、学生をはじめとする若者の
利用促進に取り組まれます。

若者の定住にメグリバを活用！ 気
に
な
る
動
き

気
に
な
る
動
きメグリバでは気軽に起業などの相

談ができる

Ｍ ｅｇｒｉｂａ
（メグリバ）
ホームページ

オフィスとして利用できる
コワーキングスペース

新本庁舎
  活断層の有無を再調査
　令和４年３月、有識者から過去の調査結果に疑
問があるため再調査と第三者委員会の設置を求
める要望書の提出があり、市として断層の存在に
係る市民の不安感の払拭と第三者委員会設置の
判断材料とするため、あらためて再評価（総合解
釈）が行われています。
　議員からは「再調査は中立的な立場の専門家
による調査が必要ではないか。再調査で得られた
新たなデータや結果などで疑義が生じた場合に
は第三者委員会を設置するのか」との質問があり
ました。執行部からは「平成30年当時の断層調査
で国の機関にも相談し、中立的な立場で科学的
な検証を行える地元の山口大学への調査依頼を
提言された。再調査にはできるだけ多くの専門家
が参画し、８月末
までに報告書を
提出してもらう。
その結果を第三
者委員会設置の
判断材料にして
いく」との答弁が
ありました。 調査中の新本庁舎建設予定地
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■■■■■■ 全員賛成全員賛成でで可決可決したした議案議案
予　　　　　算

●令和４年度山口市国民宿舎特別会計補正予算（第
１号）

条　　　　　例
●山口市税条例等の一部を改正する条例
●山口市使用料、手数料徴収条例の一部を改正す

る条例
●山口市老人憩の家設置及び管理条例の一部を改

正する条例
●大原湖キャンプ場設置及び管理条例の一部を改

正する条例
●願成就温泉センター設置及び管理条例の一部を

改正する条例
●十種ヶ峰ウッドパーク設置及び管理条例の一部

を改正する条例
●山口市営特定公共賃貸住宅条例の一部を改正す

る条例
●山口市営地域優良賃貸住宅条例の一部を改正す

る条例
●山口市消防団員等公務災害補償条例の一部を改

正する条例

事　件　議　決
●市道路線の認定について
●湯田地域交流センター増改築工事の請負契約の締

結について
●阿東地域交流センター篠生分館新築工事の請負契

約の締結について
●消防ポンプ自動車の取得について
●消防ポンプ自動車の取得について
●高規格救急自動車の取得について
●令和４年度山口市一般会計補正予算（第１号）に

関する専決処分について

委 員 会 提 出
●シルバー人材センターの安定的な事業運営のた

めの適切な措置を求める意見書の提出について

議案議案のの審議結果審議結果

■■■■■■ 賛否賛否がが分分かれたかれた議案議案とと審議結果審議結果（○は賛成、×は反対）

議　　案
審 議
結 果

未
来
志
行
山
口

県
都
創
生
山
口

公

明

党

ふ
る
さ
と
共
創
山
口

市

民

ク

ラ

ブ

高
　
志
　
会

日

本

共

産

党

徳

孤

会

地
域
政
党 

や
ま
ぐ
ち
の
風

最

燃

焼

予
算

令和４年度山口市一般会計補正予算（第２号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

令和４年度山口市鋳銭司第二団地整備事業特別会
計補正予算（第１号）

可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

条
例

山口市阿東総合交流ターミナル設置及び管理条例
の一部を改正する条例

可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

慎重な審議の結果、
今定例会では21議案を
可決しました。

消防ポンプ自動車（イメージ）

指定管理者制度を導入する山口市阿東総合交流ター
ミナル（道の駅長門峡）
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平
成
28
年
に
南
消
防
署
に
配
備
し
、
走
行
距
離

が
21
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た
高
規
格
救
急
自

動
車
を
更
新
配
備
す
る
。

　

車
内
に
は
、
高
度
救
命
処
置
用
資
器
材
の
搭
載

を
は
じ
め
、
感
染
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、
待

機
中
に
車
内
や
機
材
に
付
着
し
た
菌
や
ウ
イ
ル
ス

の
除
菌
及
び
脱
臭
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
オ
ゾ
ン

発
生
装
置
の
ほ
か
、
傷
病
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

保
護
し
つ
つ
、
車
内
消
毒
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
、

従
来
の
カ
ー
テ
ン
を
調
光
フ
ィ
ル
ム
に
変
更
し
て

装
備
す
る
。

　
さ
ら
に
、先
進
的
な
安
全
装
備
と
し
て
ア※
ク
テ
ィ

ビ
ー
コ
ン
を
装
備
し
、
よ
り
安
全
な
救
急
搬
送
が

可
能
と
な
る
。

（
担
当
部
局
：
消
防
本
部
）

　
公
の
機
関
が
、
障
が
い
者
就
労
施
設
な
ど
か
ら

の
物
品
調
達
等
を
優
先
的
・
積
極
的
に
推
進
す
る

と
い
う
法
の
趣
旨
に
沿
い
、
市
で
は
毎
年
度
当
初

に
、
物
品
及
び
役
務
の
そ
れ
ぞ
れ
が
前
年
度
の
調

達
件
数
及
び
実
績
額
を
上
回
る
こ
と
を
目
標
と
し

た
調
達
方
針
を
定
め
て
い
る
。
取
組
年
数
が
経
過

す
る
ほ
ど
、
件
数
、
金
額
と
も
数
値
の
伸
び
に
く

さ
を
実
感
す
る
が
、
今
後
も
引
き
続
き
、
各
所
属

に
対
し
て
の
働
き
か
け
を
行
い
た
い
。
併
せ
て
、

障
が
い
者
の
就
労
機
会
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
図
る

た
め
、
他
部
局
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
新
た
な
取

組
を
研
究
・
模
索
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 
（
担
当
部
局
：
健
康
福
祉
部
）

　
山
口
市
議
会
で
は
、「
総
務
」「
教
育

民
生
」「
生
活
環
境
」「
農
林
建
設
」「
予

算
決
算
」の
常
任
委
員
会
を
設
置
し 

各
委
員
会
が
所
管
す
る
部
局
の
議
案

や
業
務
等
の
審
査・チ
ェッ
ク
を
し
て
い

ま
す
。

　各委員会の所属議員、
所管する部局、日程など、
詳しくは市議会ホーム
ページに掲載しています。

à̀laatrc
e委員会 ア・ラ・カルト

先
進
機
能
を
装
備
し
た
救
急
車
で

よ
り
安
全
な
救
急
搬
送
を

総務
委員会

　
令
和
４
年
1
月
か
ら
給
食
費
の
Ｗ
ｅ
ｂ
口
座
振

替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
る
。
市
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
口
座
引
き
落
と
し
の
登
録
手
続
が

可
能
と
な
る
シ
ス
テ
ム
で
、
金
融
機
関
に
出
向
く

必
要
が
な
く
、
24
時
間
、
都
合
の
よ
い
時
間
に
手

続
が
で
き
る
た
め
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
で
、
教
員
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
給

食
費
の
公
会
計
化
で
、
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員

の
事
務
負
担
は
増
加
し
、
各
種
作
業
に
時
間
を
要

し
て
い
る
。
業
務
内
容
を
整
理
し
、
今
後
の
体
制

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

 

（
担
当
部
局
：
教
育
委
員
会
）

・ 地域によって給食費負担額に差が
あることは問題であり、市町合併か
らの年数を考えても、給食費が公
会計化したこのタイミングで給食費
の統一を図るべきと考える。

委員の意見

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
、
制
度
移
行

年
度
の
取
組
と
見
え
た
課
題
は

教育民生
委員会

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
に
係
る

さ
ら
な
る
取
組
を

教育民生
委員会

※アクティビーコン
活動状況に応じて警光灯の発光パターンが３つの
モードに変化する装備。
緊急走行時には、ハイパーモードで視認性を向上さ
せ、現場停車中には、ソフトモードで発光を抑え、夜間
の住宅地での活動における付近住民への配慮を図
る。切り替えは、パーキングブレーキ等に連動してお
り、追加の動作を必要としない。

（装備イメージ）

「調光フィルム」透過モー
ド ( 写真上 ) と障子のよ
うに光を遮る調光モード
( 写真下 ) に切り替え可
能

ノーマルノーマル

ハイパーハイパー

ソフトソフト

・ 障害者優先調達推進法に係る取組
を法制定の前から実施されているこ
とは大変評価している。自治会と
の関わり方など、今後のさらなる取
組に期待している。

委員の意見
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山
口
大
学
経
済
学
部
の
協
力
の
も
と
、

観
光
に
つ
い
て
学
ぶ
大
学
生
を
「
山
口
市

観
光
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
に
委
嘱
し
、
卒
業

ま
で
の
間
、
観
光
行
事
な
ど
で
若
者
の
視

点
を
通
し
た
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
て

い
る
。

　

そ
れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
て
、
卒
業
後

も
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
が
、
現
状
に
お
い
て

は
卒
業
後
の
交
流
の
仕
組
み
ま
で
は
な
い

た
め
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
担
当
部
局
：
交
流
創
造
部
）

　
道
路
・
公
園
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
異
常
箇

所
を
、
山
口
市
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か

ら
手
軽
に
通
報
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
通
報
を
４

月
か
ら
試
行
的
に
運
用
開
始
し
て
い
る
。

　
位
置
情
報
や
添
付
さ
れ
た
写
真
か
ら
容
易
に

現
状
把
握
が
で
き
、
迅
速
な
補
修
対
応
や
業
務

の
効
率
化
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く
の

市
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
に
努

め
る
。
ま
た
、
本
格
的
な
運
用
開
始
に
向
け
、

運
用
方
法
や
操
作
性
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
、

利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

（
担
当
部
局
：
都
市
整
備
部
）

　
施
設
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
全
天
候
型
の

大
屋
根
広
場
で
は
、
レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ
の

試
合
観
戦
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
）

等
や
、
最
大
１
０
０
０
席
収
容
の
大
会
な
ど

様
々
な
利
用
を
想
定
し
て
い
る
。

　
屋
根
の
構
造
や
可
動
壁
の
設
計
を
見
直
し

た
こ
と
で
、
閉
め
切
っ
た
状
態
で
の
利
用
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、

イ
ベ
ン
ト
時
の
音
漏

れ
等
を
軽
減
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

（
担
当
部
局
：
交
流
創
造
部
）

　

農
業
現
場
に
お
い
て
Ａ
Ⅰ
や
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
、
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の
先
端
技
術
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
作
業
の
効
率
化
や
省
力
化
な
ど
を
図
り
、

高
齢
化
や
労
働
力
不
足
と
い
っ
た
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
を
支
援

す
る
「
ス
マ
ー
ト
農
業
加
速
化
支
援
事
業
」
を

創
設
し
た
。
今
後
、
事
業
の
効
果
を
検
証
す
る

と
と
も
に
、
導
入
さ
れ
た
方
の
意
見
を
伺
う
な

ど
制
度
の
拡
充
等
の
検
討
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
県
の
専
門
職
や
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員

等
と
連
携
を
図
り
、
農
業
者
の
所
得
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

 
（
担
当
部
局
：
農
林
水
産
部
）

（
仮
称
）
湯
田
温
泉
パ
ー
ク
は

ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
使
う
の
か

生活環境
委員会

観
光
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
の

大
学
卒
業
後
の
つ
な
が
り
は

生活環境
委員会

・ 観光キャンペーン等のスタッフと
しての活動だけではなく、観光
を学ばれた学生が将来にわたっ
て本市の観光振興に寄与しても
らえるよう、貴重なつながりを有
意義なものにしていただきたい。

委員の意見

・ イベント時の音漏れや振動につい
て近隣住民への配慮が必要であ
る。使い始めてみて、想定してい
た利用ができなくなったということ
がないよう、事前に十分な検証を
行うよう求める。

委員の意見

（仮称）湯田温泉パーク
イメージ動画

（市ウェブサイト）

道
路
・
公
園
に
お
け
る
異
常
箇
所
の

オ
ン
ラ
イ
ン
通
報

農林建設
委員会

・ 通報された方に対応状況を報告す
る仕組みづくりを検討していただき
たい。

・ 徒歩、自転車通学の中高生等にも
通報してもらえるよう制度を周知し
てはいかがか。

委員の意見

ス
マ
ー
ト
農
機
等
の
導
入
は

進
ん
で
い
る
か

農林建設
委員会自動運転コンバイン（スマート農機の一例）
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機
械
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

ん
で
い
く
か
ら
こ
そ
必
要
な
、

そ
し
て
拡
充
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
分
野
と
し
て
、
行
政
手

続
の
困
り
ご
と
相
談
窓
口
の
人
的

拡
充
が
必
要
と
考
え
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
等
の
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
む
こ
と
は
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
つ
な
が
る
と
は
思
う

が
、一
方
で
、市
民
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
可
能
と
な
る
執
行
体
制

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
操
作
が
苦

手
な
方
に
対
し
、
職
員
が
入

力
の
お
手
伝
い
を
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
様
と
向
き
合
っ
て
対
応

す
る
た
め
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
し
た
窓
口
を
設
置
す
る
な
ど
、

対
人
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
の
検
討
、

整
備
を
進
め
、
誰
も
が
安
心
し
て

手
続
が
で

き
る
窓
口

サ
ー
ビ
ス

体
制
を
構

築
し
て
い

く
。 問答

公明党
村上 満典

行政「手続き弱者」に温かい行政組織を! !

一般質問・質疑

★�議員が何を質問したか読んでみましょう！　★一般質問の制限時間は質問と答弁をあわせて50分です。
★�質問と答弁の映像は各議員の二次元コード�　�から見ることができます。
　※必要な場合には二次元コードリーダーをインストールしてご覧ください。�※�情報の受信にかかる通信料は利用者負担となります。

市長市長にに聞きたい聞きたい！！
どうなる？ これからの山口市どうなる？ これからの山口市

サンプル

　
　

本
年
度
中
に
策
定
さ
れ
る

「
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
人

口
減
少
の
進
む
現
状
を
踏
ま
え
た

課
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

か
れ
る
の
か
、
考
え
を
伺
う
。

　
　
市
民
参
画
に
よ
る
策
定
体
制

と
し
て
外
部
有
識
者
や
市
民

公
募
委
員
等
、
20
名
で
構
成
す
る

山
口
市
総
合
計
画
策
定
協
議
会
を

設
置
し
た
。

　
人
口
減
少
が
進
む
農
山
村
エ
リ

ア
に
お
け
る
転
出
超
過
ゼ
ロ
を
目

指
し
た
地
域
活
性
化
の
取
組
、
若

者
の
大
都
市
圏
へ
の
転
出
超
過
抑

制
を
目
指
し
た
若
者
雇
用
の
受
皿

づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
山
口
・
小

郡
両
都
市
核
づ
く
り
を
中
心
と
し

た
広
域
県
央
中
核
都
市
づ
く
り
の

推
進
、
国
や
県
の
施
策
展
開
と
連

動
す
る
中
で
子
育
て
世
代
が
暮
ら

し
や
す
い
と
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り

の
取
組
、
こ
の
三
つ
の
方
向
性
を

踏
ま
え
た
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問答

未来志行山口
馬越 帝介

行政 第二次総合計画後期基本計画の策定について!

　
　
鋳
銭
司
第
二
団
地
整
備
事
業

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
進
め

方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
本
年
10
月
末
の
整
備
完
了
予

定
で
整
備
工
事
を
進
め
て
い

た
が
、
当
初
の
想
定
以
上
に
中
硬

岩
が
広
範
囲
に
出
土
し
た
こ
と
に

よ
る
切
土
、
盛
土
工
の
遅
れ
に
加

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
影

響
に
伴
い
水
道
設
備
部
品
の
調
達

に
も
時
間
を
要
し
、
工
期
が
令
和

５
年
３
月
末
ま
で
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。
ア
ク
セ
ス
性
や
環
境
の

良
さ
を
評
価
い
た
だ
き
、
数
件
の

企
業
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
整
備
完
了
後
に
は
、

雇
用
の
創
出
と
地
域
経
済
の
活
性

化
に
着
実
に
つ
な
げ
る
よ
う
、
企

業
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問答

県都創生山口
野村 幹男

産業 鋳銭司第二団地整備事業の進捗

山口市総合計画
策定協議会

（市ウェブサイト）

整備中の鋳銭司第二団地
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過
去
に
実
施
し
た
山
口
大
学

の
同
じ
責
任
者
の
も
と
再
調

査
を
委
託
す
る
の
は
、
断
層
が
な

い
と
す
る
視
点
で
し
か
調
査
さ
れ

な
い
可
能
性
が
あ
る
。
中
立
的
立

場
の
専
門
家
の
調
査
が
必
要
で
監

修
に
入
っ
て
も
ら
う
べ
き
。
ま
た
、

第
三
者
委
員
会
を
早
急
に
設
置
し
、

再
調
査
の
当
初
か
ら
関
わ
っ
て
も

ら
い
科
学
的
検
証
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
市
民
の
不
安
感
の
払
拭
の
た

め
改
め
て
活
断
層
に
係
る
再

調
査
を
委
託
し
た
。
調
査
は
中
立

的
・
科
学
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
で

山
口
大
学
へ
の
委
託
は
妥
当
。
再

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
第
三
者

委
員
会
の
設
置
を
判
断
し
た
い
。

　
　
物
価
高
騰
の
影
響
も
あ
り
基

本
計
画
に
立
ち
返
っ
た
規
模

の
見
直
し
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

　
　
現
庁
舎

の
老
朽

化
も
あ
り
、

計
画
ど
お
り

今
年
度
中
の

着
工
に
向
け

た
準
備
を
進

め
た
い
。

問答問答

日本共産党
大田 たける

行政 新本庁舎整備の規模や活断層の再調査は適切か？

　
　

Ｊ
Ｒ
山
口
線
の
経
営
状
況
の

公
表
の
受
け
止
め
と
今
後
の

取
組
、
ま
た
、
分
校
の
募
集
停
止・

閉
校
の
決
定
へ
の
受
け
止
め
と
跡

地
利
活
用
の
方
策
を
伺
う
。

　
　

Ｊ
Ｒ
山
口
線
は
、
日
常
生
活

機
能
を
維
持
す
る
上
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
重
要
度
、
規
模

縮
小
や
廃
止
へ
の
危
機
感
を
Ｊ
Ｒ

西
日
本
に
訴
え
て
い
く
。
ま
た
、

分
校
に
つ
い
て
は
、
県
に
対
し
在

校
生
や
保
護
者
へ
の
丁
寧
な
対
応
、

遠
距
離
通
学
す
る
高
校
生
の
負
担

軽
減
等
の
検
討
を
要
望
し
た
い
。

な
お
、
在
校
生
の
卒
業
後
は
、
県

の
跡
地
の
利
活
用
の
検
討
と
並
行

し
、
関
係
者
の
声
を
伺
い
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
利
活
用
が

図
ら
れ
る
よ
う
県
に
要
望
を
行
い

た
い
。

問答

市民クラブ
山見 敏雄

生活 過疎地域の鉄道や分校跡地の今後

　
　
市
長
が
考
え
る
中
核
市
の
必

要
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　
　
本
市
の
広
域
県
央
中
核
都
市

づ
く
り
に
期
待
さ
れ
る
役
割

と
、
地
方
自
治
法
上
の
中
核
市
に

期
待
す
る
役
割
と
は
、
そ
の
方
向

性
を
同
じ
く
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
都
市
圏
域
全
体
が
発
展
す
る

た
め
に
広
域
的
な
求
心
力
や
拠
点

性
を
有
す
る
中
核
都
市
の
存
在
が

必
要
で
あ
る
。

都市
人
口
増
加
地
域
に
お
け
る
公

園
の
設
置
要
望

　
　
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な
ど
に
伴

う
公
園
設
置
の
要
望
に
つ
い

て
、
市
の
対
応
を
伺
う
。

　
　
地
域
か
ら
の
御
要
望
等
に
対

し
、
実
情
を
踏
ま
え
た
上
で

既
存
の
公
園
ス
ト
ッ
ク
等
の
有
効

活
用
も
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

高志会
有田 敦

都市 求心力ある中核市の早期実現へ!

　
　

地
域
交
通
網
の
維
持
・
確
保
、

と
り
わ
け
Ｊ
Ｒ
山
口
線
の
存

続
、
周
辺
部
の
交
通
難
民
問
題
に

つ
い
て
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ

山
口
線
の
重
要
度
や
規
模
縮

小
、
廃
止
へ
の
危
機
感
を
し
っ
か

り
訴
え
る
と
と
も
に
、
日
常
や
観

光
で
の
利
用
促
進
、
魅
力
的
な
地

域
資
源
の
発
信
な
ど
に
つ
い
て
前

向
き
な
協
議
を
重
ね
て
い
く
。
周

辺
部
の
地
域
交
通
問
題
の
解
決
に

つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
タ
ク
シ
ー

制
度
の
利
用
促
進
、
パ
ー
ク
ア
ン

ド
ラ
イ
ド
の
取
組
に
加
え
、
タ
ク

シ
ー
事
業
の
配
車
ア
プ
リ
の
活
用

と
い
っ
た
次
世
代
技
術
の
活
用
な

ど
も
研
究
し
な
が
ら
、
地
域
に

と
っ
て
最
適
な
形
と
な
る
よ
う
移

動
手
段
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

く
。 問答

ふるさと共創山口
中野 光昭

交通 地域交通網の維持・確保について

小郡の平成公園

山口高校徳佐分校

都市核を縦走する基幹交通山口線

出典：地震調査研究推進本部
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路
線
バ
ス
の
便
数
の
少
な
さ
、

乗
換
え
・
ダ
イ
ヤ
の
設
定
へ

の
意
見
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

　
　

現
実
的
な
対
応
策
と
し
て
、

交
通
の
要
衝
で
あ
る
三
谷
駅

周
辺
に
「
置
く
と
バ
ス
駐
車
場
」

設
置
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
快
適

に
待
合
時
間
を
過
ご
せ
る
待
合
所

の
環
境
整
備
に
取
り
組
み
た
い
。

福祉
投
票
所
に
配
置
し
て
あ
る「
点

字
器
」
の
更
新
に
つ
い
て

　
　
小
さ
く
て
非
常
に
使
い
に
く

い
と
の
声
が
あ
る
が
、
更
新

の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
７
月
実
施
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
に
向
け
て
、
新
た
な

点
字
器
を
購
入
す
る
準
備
を
進
め

て
い
る
。
選
定
に
あ
た
っ
て
は
当

事
者
の
御
意
見
を
聴
き
、
使
い
や

す
い
も
の
を
購
入
す
る
。

問答問答

公明党
其原 義信

交通 阿東の公共交通の利便性向上を

　
　
山
口
市
創
業
支
援
事
業
等
が

あ
る
が
、
直
接
的
な
補
助
制

度
の
創
設
等
が
必
要
と
考
え
る
が

市
の
所
見
を
伺
う
。

　
　

今
年
度
、
山
口
市
農
山
村
地

域
活
性
化
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事

業
を
創
設
し
、
近
々
応
募
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
、
移
動

販
売
事
業
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の

開
業
な
ど
の
事
業
を
開
始
す
る
個

人
や
事
業
者
等
を
支
援
す
る
。
ま

た
、
県
で
は
買
い
物
弱
者
対
策
と

し
て
移
動
販
売
事
業
を
計
画
に
掲

げ
て
取
り
組

む
地
域
へ
の

補
助
制
度
も

あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
制

度
も
活
用
し

た
い
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
の

実
現
に
向
け
、
制
度
の
周
知
、
地

域
と
の
協
力
・
協
議
の
中
で
し
っ

か
り
と
支
援
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

○ 

福
祉
行
政

○ 

美
濃
ケ
浜
海
浜
広
場
の
活
用

問答

公明党
栗林 正

定住 中山間地域振興策「買い物弱者対策」の取組!

　
　
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

策
定
に
向
け
、
若
者
・
子
育

て
世
代
の
声
を
ど
の
よ
う
に
反
映

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　

策
定
協
議
会
に
は
子
育
て
・

教
育
分
野
、
大
学
生
の
委
員

に
も
御
就
任
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

市
長
、
職
員
が
若
者
や
子
育
て
世

代
の
御
意
見
を
直
接
伺
う
た
め
の

懇
話
会
を
順
次
開
催
す
る
。
さ
ら

に
幅
広
く
意

見
を
聴
く
た

め
夏
頃
に
は

約
５
千
人
を

対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
声
に
関
し

て
は
い
か
が
か
。

　
　
国
や
県
に
よ
る
調
査
の
結
果

等
も
踏
ま
え
、
よ
り
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
っ
た
展
開
を
図
る
と
と

も
に
支
援
団
体
と
協
力
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

ス
ポ
ー
ツ
地
域
資
源
を
活
用
し

た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

○
投
票
率
向
上
に
つ
い
て

問答問答

未来志行山口
鳥養 祐矢

行政 若者・子育て世代、ひとり親の声の反映と展開

　
　
持
続
可
能
な
文
化
芸
術
活
動

の
環
境
づ
く
り
の
展
望
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
人
材
育
成
や
担
い
手
の
確
保

の
た
め
幅
広
い
世
代
、
特
に

次
世
代
を
担
う
若
年
層
に
向
け
た

取
組
を
進
め
て
お
り
、
小
・
中
学

校
に
お
け
る
伝
統
芸
能
・
音
楽
・

演
劇
の
鑑
賞
機
会
の
充
実
を
図
る

子
ど
も
芸
術
体
感
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
大
内
文
化
特
定

地
域
等
の
ま
ち
な
み
や
公
共
空
間

を
会
場
と
し
た
展
示
や
演
奏
を
行

う
な
ど
、
各
団
体
の
発
表
の
場
の

環
境
づ
く
り
と
市
民
が
身
近
に
文

化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
を

進
め
て
い
る
。
文
化
芸
術
活
動
を

支
え
る
人
づ
く
り
は
文
化
芸
術
の

継
承
と
創
造
に
向
け
た
礎
で
あ
り

中
長
期
的
な
視
点
で
取
り
組
む
。

問答

未来志行山口
米本 太郎

文化 文化芸術活動の継承と創造の環境づくりを!

文化の継承のため多くの人に
知ってもらう機会として新山口
駅南北自由通路で披露

（えきの笑顔まつりＨ31.3）

使いやすいとされている点字器
の例
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農
作
物
を
有
害
鳥
獣
か
ら
守

る
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
侵
入
防
止
柵
の
設
置
を
目
的

と
し
た
本
市
独
自
の
補
助
事

業
「
野や
ち
ょ猪

・
猿
被
害
対
策
事
業
」

に
つ
い
て
昨
年
度
よ
り
５
０
０
万

円
多
い
１
０
７
８
万
円
に
拡
充
し

て
い
る
。
ま
た
、
山
口
市
有
害
鳥

獣
捕
獲
対

策
協
議
会

に
対
し
狩

猟
登
録
や

技
術
向
上

の
た
め
の

講
習
会
参

加
等
の
経

費
を
支
援

し
担
い
手
確
保
に
努
め
て
い
る
。

防
護
と
捕
獲
・
駆
除
の
両
面
を
支

援
し
被
害
の
拡
大
防
止
に
つ
な
げ

た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

中
山
間
地
域
の
持
続
可
能
な
農

業
に
つ
い
て

　
▼
地
域
ブ
ラ
ン
ド
向
上
の
取
組

○
小
郡
都
市
核
に
つ
い
て

○
観
光
振
興
に
つ
い
て

問答

地域政党　やまぐちの風
竹中 一郎

農業 有害鳥獣による農作物被害の対策は

　
　
教
員
の
負
担
軽
減
は
も
と
よ

り
、
生
徒
本
位
の
部
活
環
境

づ
く
り
を
求
め
る
が
、
部
活
動
の

地
域
移
行
に
関
し
て
、
課
題
と
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
国
が
示
す
令
和
７
年
度
末
ま

で
に
地
域
移
行
す
る
目
標
に

向
け
た
検
討
を
始
め
て
い
る
が
、

重
要
な
課
題
は
、
指
導
者
の
確
保
、

新
た
な
保
護
者
負
担
の
問
題
、
休

日
の
管
理
責
任
の
在
り
方
で
あ

る
。
今
後
、
生
徒・保
護
者
の
ニ
ー

ズ
や
教
職
員
の
意
向
を
把
握
す
る

た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
上
で
、
地
域
や
学
校
の
実
情

を
踏
ま
え
た
休
日
の
部
活
動
の
望

ま
し
い
在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

学
校
と
地
域
が
協
働
・
融
合
し
な

が
ら
生
徒
が
主

役
と
な
る
地
域

で
の
持
続
可
能

な
ス
ポ
ー
ツ
や

芸
術
文
化
活
動

を
目
指
し
環
境

整
備
を
推
進
し

て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

激
動
の
農
業
に
お
け
る
施
策
展

開
に
つ
い
て

問答

未来志行山口
坂井 芳浩

教育 学校の働き方改革⇒生徒本位の部活環境づくりへ

　
　
通
学
路
で
あ
る
危
険
な
抜
け

道
へ
の
徹
底
し
た
安
全
対
策

を
行
う
一
方
で
、
抜
け
道
化
に
つ

な
が
る
幹
線
道
路
の
渋
滞
緩
和
策
、

解
消
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

市
で
は
今
後
、
国
等
が
保
有

す
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
幹
線
道
路
の
混
雑
状
況
や
危

険
箇
所
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促

進
や
車
に
頼
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り

な
ど
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
渋
滞
対
策

の
取
組
に
加
え
、
生
活
道
路
の
歩

行
者
空
間
に
継
続
的
な
安
全
対
策

を
実
施
す
る

こ
と
で
、
子

供
た
ち
の
み

な
ら
ず
市
民

の
安
全
確
保

に
努
め
て
い

く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て

○ 

市
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
向
上
に

資
す
る
女
性
職
員
の
活
躍
推
進

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

問答

未来志行山口
椙山 俊哉

安全 抜け道での交通事故発生から子供たちを守る取組

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額
の
増

加
や
地
場
産
品
Ｐ
Ｒ
の
た
め

に
様
々
な
取
組
を
し
て
い
る
と
思

う
が
、
新
た
な
寄
付
を
獲
得
す
る

た
め
、
山
口
市
を
訪
れ
た
方
が
す

ぐ
に
現
地
消
費
で
き
る
地
納
地
消

型
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売

機
」
を
活
用
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
本
市
を

訪
れ
た
方
か
ら
の
新
た
な
寄

付
に
つ
な
が
る
一
つ
の
手
法
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま

ず
は
、
導
入
に
お
け
る
費
用
対
効

果
や
先
進
自
治
体
の
取
組
状
況
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
き

た
い
。
制
度
の
推
進
は
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
の
推
進
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

戦
略
的
か
つ

効
果
的
な
取

組
を
進
め
て

い
き
た
い
と

考
え
て
い

る
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
け
る
指
導
と

評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て

○ 

未
来
人
材
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

問答

市民クラブ
野村 雄太郎

行政 山口市の魅力をギュッと詰め込む夢の自販機を!

田んぼに侵入したイノシシ
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瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措

置
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
多

様
な
生
物
が
生
息
す
る
き
れ
い
で

豊
か
な
海
の
実
現
の
た
め
に
、
窒

素
や
リ
ン
な
ど
栄
養
塩
類
濃
度
の

適
切
な
管
理
が
必
要
と
な
っ
た
。

ま
た
、
き
れ
い
で
豊
か
な
海
の
実

現
に
向
け
、
海
洋
ご
み
、
特
に
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
市
の
取
組
を
問
う
。

　
　

県
が
、
栄
養
塩
類
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
制
度
を
導
入
す

る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
、
県
が

管
理
計
画
を
策
定
す
る
際
に
は
、

実
態
を
把
握
し
な
が
ら
、
そ
の
計

画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
県
と
の
情

報
共
有
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い

く
。
海
岸
漂
着
ご
み
に
関
し
て
は
、

市
民
、
事
業
者
、
関
係
団
体
と
の

連
携
・
協
働
に
よ
る
環
境
美
化
活

動
に
加
え
、
３
Ｒ
の
促
進
に
よ
る

市
民
の
環
境

意
識
の
高
揚

を
図
る
取
組

を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

問答

徳孤会
山本 浩二

環境「きれいで豊かな海」を目指して！

　
　

無
園
児
と
は
、
３
歳
か
ら
５

歳
の
幼
稚
園
・
保
育
園
に

通
っ
て
い
な
い
子
供
を
い
う
。
全

国
で
は
３
歳
が
約
５
万
人
、
４
歳

は
約
３
万
人
、
５
歳
は
約
２
万
人

が
無
園
児
で
あ
り
、
問
題
点
は
３

つ
あ
る
と
考
え
る
。
幼
児
教
育
を

受
け
な
い
こ
と
で
能
力
が
伸
び
ず

経
済
的
に
成
功
し
な
い
可
能
性
が

あ
る
こ
と
、
貧
困
が
理
由
で
通
え

て
い
な
い
子
供
が
い
る
こ
と
、
ネ

グ
レ
ク
ト
や
虐
待
な
ど
の
早
期
発

見
が
困
難
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、

無
園
児
を
減
ら
す
対
策
が
必
要
と

考
え
る
。

　
　
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
状
況

把
握
に
努
め
て
お
り
、
例
え

ば
、
や
ま
ぐ
ち
子
育
て
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
、
家
庭
児
童
相
談
室
等

で
受
け
る
相
談
の
中
か
ら
把
握
す

る
こ
と
も
あ
る
。
関
係
機
関
と
も

連
携
し
て
、
適
切
に
就
園
に
つ
な

げ
る
支
援
を
し
て
い
る
。
引
き
続

き
、
状
況
把

握
と
分
か
り

や
す
い
情
報

提
供
な
ど
支

援
に
努
め
る
。

問答

市民クラブ
部谷 翔大

こども 幼稚園・保育園に行っていない無園児について　

　
　
本
市
は
全
国
平
均
よ
り
も
学

生
の
割
合
が
２
倍
も
多
い
特

長
が
あ
る
。
ま
た
、
最
近
の
起
業

事
情
で
は
、
10
代
20
代
の
年
齢
層

を
中
心
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
起
業
の

選
択
肢
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

メ
グ
リ
バ
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
で
は
学
生
の
利
用
割
合
が

少
な
い
。
学
生
に
も
っ
と
メ
グ
リ

バ
を
活
用
し
て
も
ら
い
、
学
生
起

業
家
を
輩
出
す
る
た
め
学
生
に
特

化
し
た
起
業
に
関
す
る
支
援
を
展

開
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　

メ
グ
リ
バ
は
、
幅
広
い
世
代

の
方
を
対
象
に
、
起
業
創
業

期
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
対
応
し
た

支
援
を
行
う
場
で
あ
る
。
現
在
の

相
談
体
制
や
様
々
な
支
援
機
能
を

活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
学
生

の
起
業
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。
魅
力
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
積

極
的
に
展
開
、
情
報
発
信
す
る
こ

と
で
、
メ
グ
リ
バ
を
足
が
か
り
と

し
た
学
生
を
含
む
若
者
の
起
業
家

輩
出
に
つ

な
げ
て
い

き
た
い
と

考
え
て
い

る
。 問答

最燃焼
安河内 淳朗

産業 学生都市「山口市」 メグリバで学生に起業支援

　
　

山
口
市
と
し
て
も
運
行
・
運

用
方
式
に
つ
い
て
、
持
続
可

能
な
形
態
へ
の
変
更
を
図
る
段
階

に
あ
る
と
考
え
る
が
、
執
行
部
の

考
え
を
お
聞
き
す
る
。

　
　
令
和
３
年
度
に
お
い
て
市
内

52
系
統
の
バ
ス
路
線
に
１
億

８
千
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し

た
。
本
市
と
バ
ス
事
業
者
は
、
こ

の
状
況
に
危
機
感
を
抱
い
て
お

り
、
役
割
分
担
に
つ
い
て
情
報
共

有
・
意
見
交
換
を
常
に
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
バ
ス
事
業
者
で
は

経
営
健
全
化
に
資
す
る
取
組
を

進
め
、
補
助
金
の
縮
減
に
努
め

た
。
本
市
に
お
い
て
も
時
刻
表
や

路
線
マ
ッ
プ
の
充
実
、
交
通
系
Ⅰ

Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
支
援
な
ど
路
線

バ
ス
利
用
促
進
の
取
組
を
実
施
す

る
。
既
存
路
線
の
維
持
を
前
提
に

経
営
的
に
厳
し
い
状
況
が
続
く
場

合
に
は
、
バ
ス
事

業
者
の
固
定
経
費

縮
減
に
向
け
新
た

な
運
用
方
式
も
研

究
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問答

公明党
山本 敏昭

交通 市内のバス路線を維持する取組とは？　

megriba
(メグリバ）

ホームページ
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人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
近

年
上
昇
し
て
い
る
生
涯
未
婚

率
を
下
げ
る
施
策
展
開
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
生
涯
未
婚
率
が
上
昇
傾
向
に

あ
る
状
況
は
、
少
子
化
に
よ

る
人
口
減
少
に
つ
な
が
る
要
因
の

一
つ
と
考
え
る
。
第
15
回
出
生
動

向
基
本
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、

結
婚
で
き
な
い
理
由
と
し
て
、
適

当
な
相
手
に
巡
り
会
わ
な
い
と

い
っ
た
回
答
も
多
く
な
っ
て
い
る

中
、
結
婚
応
援
の
取
組
と
し
て
、

県
等
と
連
携
し
結
婚
に
向
け
た
出

会
い
の
場
の
創
出
や
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
結
婚
な
ど

に
夢
や
希
望
を
感
じ
ら
れ
る
機
運

を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
民
間
団

体
と
の
連
携
や
、
先
進
事
例
の
取

組
等
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

事
業
承
継
に
つ
い
て

問答

ふるさと共創山口
植野 伸一

生活 人口減少と生涯未婚率の関係は？！　

　
　

３
〜
５
歳
児
は
保
育
園
に
主

食
の
ご
は
ん
を
持
参
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

は
、
冬
は
冷
た
い
ご
は
ん
を
食
べ

て
い
る
。
夏
は
安
全
面
か
ら
、
炊

き
立
て
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ご
は
ん
持
参
の
た
め
に
毎

朝
炊
飯
す
る
必
要
が
あ
り
、
保
護

者
の
負
担
は
大
き
い
。
０
〜
２
歳

児
同
様
に
園
で
炊
飯
し
て
ご
は
ん

を
提
供
で
き
な
い
か
。

　
　
現
在
、
公
立
保
育
園
は
全
園
、

私
立
30
園
の
う
ち
７
園
で
、

各
家
庭
か
ら
ご
は
ん
を
持
参
さ
れ

て
い
る
。
よ
り
よ
い
給
食
の
在
り

方
を
検
討
す
る
た

め
、
ま
ず
は
ア
ン

ケ
ー
ト
等
で
各
家

庭
の
ニ
ー
ズ
の
把

握
を
し
て
い
き
た

い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 
市
職
員
に
よ
る
公
職
選
挙
法
違
反

事
件
を
契
機
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
つ
い
て

○ 

学
校
等
の
給
食
に
つ
い
て

○ 

小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て 問答

日本共産党
尾上 頼子

こども 保育園登園時のごはん持参をやめ、園で炊飯を

　
　
中
山
間
地
域
の
医
療
充
実
化

の
た
め
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
や
巡
回
医
療
車
の

準
備
は
可
能
か
伺
う
。

　
　
へ
き
地
医
療
提
供
体
制
を
充

実
さ
せ
て
い
く
上
で
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
及
び

巡
回
医
療
車
の
展
開
は
有
効
だ
と

考
え
、
支
援
し
て
い
く
。

　
　

徳
地
・
阿
東
地
域
の
生
活
バ

ス
運
行
の
将
来
的
構
想
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

地
域
に
愛
さ
れ
、
多
く
の
方

に
利
用
さ
れ
る
生
活
バ
ス
を

目
指
し
、
地
域
住
民
、
交
通
事
業

者
と
一
体
と
な
っ
て
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

　
▼ 

医
療
従
事
者
の
育
成

問答問答

未来志行山口
大來 尚順

生活 山口市のどこに住んでも安心できる環境を！

４月に運行が開始された徳地生
活バス

　
　

徳
地
・
阿
東
の
人
口
減
少
や

高
齢
化
率
の
見
込
み
を
問
う
。

　
　
本
市
独
自
の
将
来
人
口
推
計

で
は
、
20
年
後
の
令
和
22
年

に
は
、
徳
地
地
域
は
２
６
５
９
人
、

阿
東
地
域
は
２
１
３
０
人
。
40
年

後
の
令
和
42
年
に
は
、
徳
地
地
域

は
１
０
９
０
人
、
阿
東
地
域
は

６
５
７
人
ま
で
減
少
し
、
高
齢
化

率
も
高
い
水
準
で
推
移
す
る
も
の

と
推
測
す
る
。

　
　

人
口
減
少
の
中
、
農
業
・
林

業
を
生
か
し
た
思
い
切
っ
た

政
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の

基
本
的
な
考
え
を
伺
う
。

　
　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
森
林

施
業
の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
新
た

な
担
い
手
を
確
保
す
る
こ
と
で
、

農
山
村
地
域
の
振
興
を
図
り
た
い
。

問答問答

高志会
伊藤 青波

定住 中山間地域の将来像　

徳地特産品販売所「南大門」
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国
は
、
持
続
可
能
な
食
料
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
策

定
し
た
。
そ
こ
で
、
有
機
農
業
へ

の
取
組
と
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

今
年
の
５
月
か
ら
、
あ
ぐ
ま

る
や
ま
ぐ
ち
へ
の
出
店
等
を

通
じ
、
有
機
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動

や
販
売
活
動
を
促
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
給
食
へ
の
活
用
に
向

け
、
仁
保
地
域
の
小
・
中
学
校
を

モ
デ
ル
校
と
し
て
、
年
３
回
実
施

さ
れ
る
「
地
産
地
消
の
日
」
に
あ

わ
せ
、
有
機
野
菜
を
活
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
山
口
市

有
機
農
業
推
進
計
画
の
策
定
に
向

け
た
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
有
機
農
業

を
推
進
す
る
有
効
な
手
段
の
一
つ

と
認
識
し
て
い
る
。
宣
言
に
向
け

た
機
運
の
醸
成
を
図
り
た
い
。

問答

高志会
伊藤 斉

農業 有機農業の推進について！ 

　
　

南
部
地
域
の
産
業
団
地
等
で

働
く
社
員
や
子
育
て
世
代
な

ど
、
住
宅
を
取
得
す
る
移
住
者
に

対
し
、
補
助
や
税
制
面
で
の
減
免

措
置
を
講
じ
る
こ
と
で
、
移
住
・

定
住
を
促
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　
　

転
入
者
が
住
宅
の
建
築
や
購

入
を
す
る
場
合
に
、
自
治
体

が
建
築
等
の
費
用
の
一
部
を
補
助

す
る
と
と
も
に
、
事
業
に
賛
同
す

る
登
録
事
業
者
か
ら
値
引
き
等
の

優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る
事
例
や
、

若
年
者
の
定
住
を
目
的
と
し
て
、

新
築
住
宅
及
び
中
古
住
宅
に
係
る

固
定
資
産
税
の
一
部
を
一
定
期
間

減
免
す
る
事
例
な
ど
の
様
々
な
先

進
事
例
を
参
考
に
検
討
す
る
。
ま

た
、
子
育
て
世
代
に
は
、
南
部
地

域
の
自
然
豊
か
な
居
住
環
境
や
山

口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
や
河
原
谷

公
園
の
よ
う
な

豊
か
な
地
域
資

源
に
対
し
、
関

心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う

な
情
報
発
信
を

し
て
い
く
。

問答

県都創生山口
山本 貴広

定住 南部地域に移住・定住し、子育てをしてもらう！ 

過去の質問と答弁のやりとりを市議会ホームページからご覧いただけます。
映像でご覧になりたい場合は、「インターネット録画中継」から、また、文字で読まれたい場合
は、「山口市議会会議録」から検索することができます。

農林水産省
ホームページ

（オーガニックビ
レッジのページ）

　議員がどんな質問をしたか、ぜひ、ご覧ください！

山口市議会会議録
（市議会ホームページ）

市議会ホームページの「スライド」または「メニュー」を選択

※令和４年６月定例会の「山口市議会会議録」は、
現在、準備中です。９月定例会までに公開となりま
すので、今しばらくお待ちください。

「発言者からさがす」を選択すると、議員ごとに過去の
質問を見ることができます。

文字で読みたい

映像で見たい
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ようこそ議場へ
７月８日 白石小学校

６年生が見学

模
擬
議
会
開
催

　
白
石
小
学
校
の
６
年
生
１
１
６
名
が
、社
会
科
の
学
習
で
市

議
会
議
場
を
訪
れ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
と

り
な
が
ら
、２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
議
会
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　
市
長
か
ら
は
、大
人
に
な
っ
た
ら
、パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
こ

と
が
当
た
り
前
に
な
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に「
す
べ
て
の
教
科

に
つ
い
て
、ノ
ー
ト
を
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク（
パ
ソ
コ
ン
）に
す
る
」こ

と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
は
、問
題
点
や
疑
問
点
な
ど
、た
く
さ
ん
の
質
問
が

行
わ
れ
、答
弁
者
か
ら
は
、そ
の
対
策
案
な
ど
、し
っ
か
り
と
し

た
答
弁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
見
学
に
来
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、６
年
後
に
は
18
歳
に
な
っ
て
有

権
者
と
な
り
ま
す
。こ
の
体
験
を
も
と
に
、市
政
や
議
会
に
つ
い

て
、よ
り
関
心
を
高
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

子どもたちが字を書く機会が
減り、漢字やひらがなが
覚えられなくなるのでは

ないですか。

市長からの説明が終わり
ました。
議員の皆さん、質問
はありませんか。

ノートをクロームブックにして
小学生のみなさんが、大人に
なって困らないように今から
準備をしておく必要があ

ると考えます。

タッチペンを配付したり、
手書きのアプリ等を入れたり
して、書く機会を増やそ
うと考えています。

議会からのお知らせ議会からのお知らせ

議員へ質問！元気よく手をあげ質問する姿は、
さながら議員のようでした。

・ なぜ、議員になろうと思ったんですか？
・ 当選したときは、どんな気持ちでしたか？
・ 議員になって一番やりがいがあったことや大変だっ
たことは何ですか？

・議員になるために大変だったことって何ですか？

賛成多数で可決されました。賛成多数で可決されました。
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●３０日 　市議会だより等編集委員会
  （以下「編集委員会」）

● ８日 第88回山口県市議会議長会定期総会
● 14日 編集委員会
●26日 中国市議会議長会第150回定期総会及び

理事会

● 10日 会派代表者会議
● 12日 会派代表者会議、議会基本条例等に関する

研修会
● 17日 会派代表者会議
　　　　第２回臨時会、全員協議会、議会運営委員

会
● 19日 会派代表者会議

● 23日 第二次山口市総合計画等説明会及び現地
視察（１日目）

● 24日 第二次山口市総合計画等説明会及び現地
視察（２日目）

● 25日 全国市議会議長会第98回定期総会
● 30日 議会運営委員会、執行部説明会、広報広聴

委員会

● ６日 第3回定例会初日（～６月２７日最終日）、　
広報広聴委員会

● ７日 議会運営委員会
● ９日 編集委員会
● 27日 議会運営委員会、執行部説明会、編集委員会

全国各地から行政視察にお越しいただきました。
■受け入れ団体（４月～６月）２団体
　  ４月２６日 北海道旭川市議会
　  ５月２５日 福岡県福岡市議会
行政視察を通じ、本市の魅力をＰＲしていきます。

やまぐち市議会だよりは再生紙を使用しています。
処分する際は、「新聞紙」として古紙類の分別収集に出しましょう。

議会の主な動き

次号は11月15日です

委員長　大田たける　　副委員長　野村雄太郎
委　員　大來尚順・鳥養祐矢・米本太郎・倉増賢治
　　　　野島義正・栗林　正・植野伸一・有田　敦
　　　　山本浩二・安河内淳朗

市議会だより等編集委員会

おいでませ山口へ（行政視察の受け入れ）

３月

４月

５月

次回定例会日程のお知らせ
（予定）

9/4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 10/1

日 月 火 水 木 金 土

10：00～17：00
ケーブルで生中継

本会議
（初日）
10：00～

本会議
（最終日）
10：00～

本会議終了後
予算決算
委員会

予算決算
委員会
10：00～

予算決算
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

総　務
委員会
農林建設
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

総　務
委員会
農林建設
委員会
10：00～

会議日 は傍聴ができます。

2 3 4 5 6 7 8

陳情の受付…８/２４（水）まで　請願の受付…8/31（水）まで

本会議
10：00～
（一般質問・質疑）

議会や市議会だより、ホームページ等をご覧になった
ご感想やご意見をお寄せください。
住　所： 〒753-8650 山口市亀山町２番１号
電　話：083-934-2854 ／ FAX：083-934-2658
メール：gikai@city.yamaguchi.lg.jp
あて先：山口市議会事務局 「議会の感想」 宛て

ご感想をお寄せください

●山口市議会ホームページ
http://www.city.
yamaguchi.lg.jp/site/gikai/

●インターネット録画中継
https://cstream.c-able.
ne.jp/yamaguchi-gikai/m/

議会の内容をウェブでご覧いただけます

　５月21日、吉敷地域において、たんぼに親しみ自然
や農作物への感謝を感じることを目的に、県内初となる
「たんぼラグビー」が開催されました。キックオフのホ
イッスルが鳴ると、子どもも大人も真剣にボールを追い
かけました。

【表紙写真】

編　集　後　記
　改選後、新体制で初めての発行となります。みなさんに手に
取って読んでいただけるよう、よりわかりやすく読みやすいも
のとなるよう、議論を重ねて出来上がりました。ぜひご覧くだ
さい。今後ともよろしくお願いします。(大田)

６月

敬老の日 秋分の日

大歳駅レノ丸ポスト設置除幕式（５月２０日）
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